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高齢社会の課題解決に向けた
国際的取組み

「人口減少下において持続可能な
 都市であるために」

「人口減少下において持続可能な
 都市であるために」

平成27年度 コンパクトなまちづくりセミナー

̶第10回アジア太平洋アクティブエイジング会議 in 福岡（ACAP2016福岡大会）
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て
い
く
の
か
世
界
各
国
か
ら
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。そ
の
指
針
と
な
る
べ
く
、人
口
減
少

社
会
を
念

頭
に
置
い

た
日
本
の

保
健
医
療

に
関
す
る

取
組
み
を

ま
と
め
た

提
言
書
が

「
保
健
医
療

2
0
3
5
」

で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
最
初
に
塩
崎
恭
久
厚

生
労
働
大
臣
が
開
会
挨
拶
に
立
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
、提
言
書
の
作
成
に
も
関
わ
っ
た
元

厚
労
省
勤
務
で
、現
在
は
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア

株
式
会
社
マ
ネ
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
武

内
和
久
氏
が
基
調
講
演
。続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
行
政
や
大
学
の
教
授
が

参
加
し
て
、大
都
市
が
抱
え
る
問
題
や
ア
ジ

ア
と
の
交
流
の
活
発
化
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
６
日
午
後
か

ら
行
な
わ
れ
た
の
が
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。各
国
か
ら
の
参
加
者

が
３
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、テ
ー
ブ
ル
を

囲
み
な
が
ら
フ
ラ
ン
ク
に
意
見
交
換
し
ま
し

た
。堅
苦
し
い
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
形

式
と
は
違
い
、そ

れ
ぞ
れ
の
考
え

を
直
接
話
せ
る

場
で
も
あ
り
、ユ

ニ
ー
ク
な
ア
イ

デ
ア
も
多
く
出

て
い
た
よ
う
で

す
。ま
た
意
見
交

換
を
す
る
中
で

自
分
た
ち
の
置

か
れ
て
い
る
状

況
を
理
解
し
た
り
、新
た
な
ヒ
ン
ト
を
得
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
2
日
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
の

が
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
。56
の
団
体
が
参

加
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
を
ポ
ス
タ
ー
形

式
で
発
表
し
ま
し
た
。大
会
中
に
は
ポ
ス

タ
ー
の
前
で
担
当
者
に
熱
心
に
質
問
す
る
光

景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
ラ
ン
チ
セ

ミ
ナ
ー
と
し
て
日
本
で
の
介
護
技
術
に

つ
い
て
の
解
説
も
行
わ
れ
、参
加
者
た

ち
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

2
日
間
の
最
後
の
締
め
く
く
り
で
は
、ま

ず
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
出
た
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
代
表
者
が
発

表
。全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。続
い
て
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
審
査
が
行
な
わ
れ
、優

秀
な
団
体
に
は
記
念
品
と
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。入
賞
団
体

に
は
今
回
初
参
加
と
な
っ
た

タ
イ
か
ら
の
代
表
者
も
含
ま

れ
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に

「
A
C
A
P
2
0
1
6
福
岡
宣

言
」と
し
て
、第
10
回
を
記
念

す
る
宣
言
を
採
択
。世
界
各
地

か
ら
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が

集
い
、熱
心
な
討
議
が
行
な
わ

れ
た
A
C
A
P
2
0
1
6
福

岡
大
会
は
大
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

10
年
前
の
第
１
回
大
会
は
日
本
、ア
メ
リ

カ（
ハ
ワ
イ
）、韓
国
、中
国
の
4
カ
国
の
み
の

参
加
だ
っ
た
も
の
が
、今
回
は
ア
ジ
ア
を
中

心
に
10
以
上
の
国
と
地
域
か
ら
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。ま
た
日
本
各
地
の
研
究
者
も
参
加

し
て
、今
後
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る「
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
エ
イ
ジ
ン
グ
」に
つ
い

て
活
動
報
告
や
討
議
を
重
ね
ま

し
た
。

　

最
初
に
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
A
C
A
P
の
代
表
で
ハ
ワ
イ

よ
り
来
福
し
た
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ブ

ラ
ウ
ン
氏
が
挨
拶
に
立
ち
、 

ア

ジ
ア
を
中
心
に
急
速
に
高
齢

化
が
進
む
社
会
で
の
活
動
の

意
義
を
唱
え
ま
し
た
。続
い

て
A
C
A
P
2
0
1
6
福
岡

大
会
の
推
進
会
議
議
長
で
あ
る
小

川
全
夫
氏
が
、各
国
か
ら
ゲ
ス
ト

を
迎
え
る
立
場
か
ら
歓
迎
の
意
を

表
し
、今
回
の
大
会
概
要
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

３
月
5
日
午
前
中
は
キ
ー
ノ
ー

ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
し

て
、福
岡
市
を
は
じ

め
各
国
の
研
究
者
が

研
究
成
果
や
活
動
内

容
を
報
告
。ま
た
午

後
か
ら
翌
６
日
午
前

中
に
か
け
て
は
３
つ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
、そ
れ
そ

れ
パ
ネ
リ
ス
ト
が
自

国
で
の
取
組
み
を
紹

介
し
た
後
、意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

　

ひ
と
く
ち
に
高
齢

化
と
言
っ
て
も
直
面

す
る
課
題
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、そ
の
解

決
手
法
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。高
齢

社
会
に
お
け
る
I
C
T
の
活
用
、介
護
分
野

に
お
け
る
人
材
育
成
・
人
材
交
流
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
高
齢
化
問
題
の
取
組

み
な
ど
、ど
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
重
要
な
課

題
に
つ
い
て
熱
心
に
討
議
さ
れ
、会
場
か
ら

の
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
と
同
時
開
催
さ
れ
た
の
が
厚
生
労

働
省
主
催
の「
保
健
医
療
2
0
3
5
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」で
す
。す
で
に
65
歳
以
上
人
口
が
全

人
口
の
25
%
を
超
え
て
い
る
日
本
は
、今
後

ど
の
よ
う
な
社
会
を
つ
く
り
、体
制
を
整
え

世
界
各
国
の
研
究
者
が

世
界
各
国
の
研
究
者
が

一
堂
に
会
し
て
知
識
を
共
有

一
堂
に
会
し
て
知
識
を
共
有

世
界
の
手
本
と

世
界
の
手
本
と

な
る
べ
き
我
が
国
の

な
る
べ
き
我
が
国
の

「
保
健
医
療

「
保
健
医
療
2
0
3
5

2
0
3
5
」

去
る
３
月
５
・
６
日
の
2
日
間
、福
岡
国
際
会
議
場
に
て
行
わ
れ
た
福
岡
市
主
催
の

「
第
10
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ア
ク
テ
ィ
ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
会
議
i n　
福
岡（
A
C
A
P
2
0
1
6
福
岡
大
会
）」。

10
年
前
に
第
１
回
が
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、着
実
に
歩
み
を
進
め
、記
念
す
べ
き
第
10
回
を
同
じ
く

福
岡
市
で
迎
え
ま
し
た
。先
進
国
を
中
心
に
世
界
中
で
進
む
高
齢
化
に
対
応
す
る
取
組
み
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

第
10
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ア
ク
テ
ィ
ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
会
議 

in 

福
岡（
A
C
A
P
2

福
岡
大
会
）

高
齢
社
会
の
課
題
解
決
に
向
け
た

国
際
的
取
組
み

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
の

ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
初
開
催

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
初
開
催

ＲＥＰＯＲＴ

福
岡
大
会
）

22222

ACAP代表のキャサリン・ブラウン氏

アクセンチュア(株)マネジングディレクターの武内和久氏

ポスターセッション

ポスター発表の優秀受賞者

ACAP2016推進会議議長の小川全夫氏

ACAP2016福岡大会の参加者
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　去る平成28年2月15日、福岡県飯塚市のイイヅカ
コミュニティセンターにおいて行われた「コンパク
トなまちづくりセミナー」。人口減少下にある日本
において、とりわけ厳しい状況が予想される地方都
市での今後を考える取組みです。
　まずは基調講演として、内閣官房まち・ひと・しご
と創生本部事務局次長（併）内閣府地方創生推進室
次長である伊藤明子氏による「地方創生とこれから
のまちづくり」が講演されました。人口が減少し、少
子高齢化が進む
日本で、国はどの
ようなビジョン
を描き、地方創生
をどう推進して
いくのか。各地方
での具体的事例
なども交えなが
ら解説するとと
もに、今後さらに重要となるであろう「コンパクト
シティ」の考え方についても説明がありました。
　続いて特別講演として、東京大学高齢社会総合研
究機構特任教授の辻哲夫氏が「地域包括ケアとまち

づくり」と題して
講演を行ないまし
た。地域包括ケア
は、超高齢社会を
迎える日本におい
て今後推進してい
くべき重要な取組
みです。医療・予防・介護・生活支援・住まいが一体と
なった地域包括ケアシステムについて、現状の課題
とともに今後のあるべき姿を説明していただきまし
た。とりわけ辻氏が深く関わっている千葉県柏市で
の先進的な事例は、地方でも実現可能性の高い具体
的な取組みだと考えられます。
　辻氏は最後のまとめとして「政策のパラダイム転
換が必要」と述べるとともに、「次世代なき超高齢社
会は持続できない」とも考えています。超高齢社会の

モデルは地方で
つくられ、大都
市圏に移行され
る可能性もある
と見解を述べて
いました。

「人口減少下において持続可能な「人口減少下において持続可能な
 都市であるために」都市であるために」

平成27年度 コンパクトなまちづくりセミナー

　新年度がスタートしました。通勤中の電車でも、新入社員と思われるフレッシュな若者を見ると、
昔の自分を思い出し、身の引き締まる思いです。
　さて、今回紙面で特集したACAP2016福岡大会。私もスタッフとして参加させていただきました。
世界各国の研究者が一同に会し、取り組みや知識を共有する会議を、地元の福岡で開催することができ
たことを誇りに感じました。高齢化進展の状況は、各国それぞれで異なりますが、歳を取るということは
世界共通です。高齢化は、どの国にも待ったなしで訪れます。高齢化の「先進国」である日本の取り組みを
世界に発信していくことは、経済支援や人道支援と並ぶ大きな国際貢献と考えます。人材確保や処遇改
善など課題の多い日本の介護ですが、国際社会から参考とされる「KAIGO」となれるよう、一丸となって
取り組んでいきたいものです。と言っても特別なことをする必要はありません。出来ることから一つ
ずつ取り組んで行きましょう。私もまずは「英会話」から始めたいと思います。
　それでは、スティーブ・ジョブズさんの一言です。「人生には限りがあります。本当に大事なことを本当
に一生懸命できる機会は、２つか３つくらいしかないのです。」 田口 幹生

麻生教育サービス株式会社
医療福祉事業部
人材育成支援課 教務主任

伊藤 明子氏

内閣官房 まち・ひと・しごと創生本部事務局次長
（併）内閣府 地方創生推進室次長

見ると、

ました。
ができ
ことは
組みを
処遇改
なって
ら一つ

を本当
田口 幹生

麻生教育サービス株式会社
医療福祉事業部
人材育成支援課 教務主任

編　集　後　記

辻 哲夫氏
東京大学 高齢社会総合研究機構 特任教授


